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未
来
へ

議
長　

丸
田　

和
時　

　

平
成
27
年
、
未
年
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
平
穏
で
繁
栄
の
年

に
な
り
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
異
常
気
象
や
火
山
噴
火
等
に
よ
る
災
害
が
日
本
各
地
で

発
生
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
他
人
事
で
は
な
く
、
安
心
安
全

の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
二
元
代
表
制
の
下
、
市
民
の
意
思
を
代

弁
す
る
合
議
制
機
関
と
し
て
、
議
会
の
公
正
性
及
び
透
明
性
を
確
保

し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
参
加
を
推
進
す
る
議
会
を
目
指

し
た
、
議
会
の
最
高
規
範
と
な
る
「
伊
佐
市
議
会
基
本
条
例
」
を
昨

年
９
月
議
会
に
お
い
て
制
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
と
26
年
の
11
月
中
旬
、
議
会
報
告
会
を
実
施
し
、
25
年

は
、
市
内
15
か
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
実
施
し
、
２
９
５
人
の

参
加
と
、
２
０
０
近
い
意
見
や
要
望
等
が
出
ま
し
た
。
26
年
度
は
、

市
内
旧
中
学
校
区
の
６
ヶ
所
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
53

人
の
参
加
に
終
わ
り
ま
し
た
。
出
ま
し
た
意
見
、
要
望
に
つ
き
ま
し

て
は
、
当
日
議
員
が
説
明
し
た
り
、
執
行
部
へ
の
連
絡
対
応
、
そ
し

て
議
員
の
議
会
で
の
質
問
と
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
議
会
報
告
会
は
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
実
施
内
容
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
と
、
伊
佐
市
の
あ
り
方

を
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

これからの２年間の
新しい議会体制が決定

議会運営委員会

議長
丸田　和時

（後列左から）福本千枝子・畑中香子・沖田義一・山下和義 
（前列左から）諏訪信一　○前田和文　◎左近充諭・久保教仁

（◎は委員長　○は副委員長）

副議長
中村　周二

緒方　重則

監査委員議会運営委員会とは、定例会・臨時会において会期の
調整や日程、質問者の順序の調整など、議会運営を円滑に
することを目的として、議会運営の全般について協議、意
見調整を図るために設けられる常設の委員会です。
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 一部事務組合は、地方公共団体の一つで、市
町村がその団体の一部及び他の団体と同じ事務
の一部を共同して処理するために設置されたも
ので、それぞれの一部事務組合には議会が設置
されています。市議会では、その組合議会に議
員を派遣しています。

一部事務組合議会議員

議会選出各種委員会委員

伊佐湧水消防組合

伊佐北姶良火葬場管理組合

姶良・伊佐地区介護保険組合

菱刈公衆浴場運営委員会

民生委員推薦会

大口地方卸売市場管理組合

伊佐北姶良環境管理組合

都市計画審議会

宮人一般廃棄物最終処分場
公害対策専門委員会

森山良和
今村謙作
前田和文
鶴田公紀
丸田和時

山下和義
森田幸一
諏訪信一
中村周二
丸田和時

丸田和時

今村謙作
市来弘行

森田幸一
柿木原榮一

久保教仁
沖田義一
左近充諭
岩元克頼
丸田和時

畑中香子
柿木原榮一
福本千枝子
市来弘行
丸田和時

久保教仁
森山良和
鶴田公紀
山下和義
森田幸一
諏訪信一

山下和義
畑中香子
福本千枝子
中村周二
丸田和時
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第４回定例会　  一般会計　　補正予算
    １億７千万円　追加(総額１７０億円)

※主な補正内容・概算額で表示

農業委員会と農政課の連携を強化湯之尾駐車場の整備費用を増額

農業振興公園管理

■農業振興地域等について農業委員会と農政課
で情報共有可能な農地地図システムへ更新

■資材高騰及び労務費引上げにより整備費用
を増額（県地域振興推進事業を活用）

700 万円400万円

平成 32 年度鹿児島国体カヌー競技

の準備【繰越明許費へ】

小中学校の改修費用を増額

スポーツの振興教育環境の整備

■競技場整備のための土地取得に係る費用を増額
■平成27年10月の完了を見込み委託費用を繰越

明許費として設定

■湯之尾小学校の体育館裏石積補修延長
■大口中央中学校体育館設備修繕及び菱

刈中学校屋外時計修繕等

普通会計 平成26年度見込 平成25年度
平成20年度
（合併年度）

基金現在高 67.8億円 71.7億円 30.6億円

うち財政調整基金 54.4億円 60.4億円 23.9億円

300万円700万円

市有林の人口造林等を認定林業事業体へ

財政調整基金からの繰入

森林整備

財政調整基金の状況

■認定林業事業体の「森林経営計画」に市有林の人口造林及びシカ防護柵の設置を追加
■実施主体の変更により市の単独事業費を1,200万円減額

■財政調整基金からの繰入総額　　６億円
■Ｈ26年度末基金残高見込　54億4,300万円

400 万円

7,000 万円
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第４回定例会　  一般会計　　補正予算
    １億７千万円　追加(総額１７０億円)

保育所等緊急整備事業を増額

障がい者の自立支援給付費を増額

汚泥再生処理センターの施設整備を増額【繰越明許費へ】

浸水対策道路の整備

保育所入所措置費を増額

子ども発達支援センターの機能強化

子育て支援

障がい者支援

環境対策

社会資本の整備

■保育所等の環境整備のため大規模改修等の費用補助を増額　（県 1/2　市 1/4　保育所等 1/4）

■対象者及び利用の増加に伴い所要見込額を増額
サービス

利用数（件）
生活

介護費
就労継続
支援費

共同生活
援助費

サービス計画
作成費

Ｈ25実績 1,488件 926件 616件 0件

Ｈ26見込 1,542件 1,057件 842件 391件

■Ｈ26の敷地造成と駐車場整備の費用を労務費引上げに伴い増額
■駐車場を除く建設予定地の造成工事完了が平成27年5月となり工事費を繰越明許費として設定

Ｈ24地形測量・地質調査　Ｈ26 ～ 27敷地造成　Ｈ27 ～ 29プラント工事　Ｈ30新施設稼働

■大口里地区浸水対策にて流
水水路の暗渠化と流末水門
の巻上式への変更を追加

■入所児童数の増加により入所措置費の所要見込額を増額（国 1/2　県 1/4　市 1/4）
入所児童数（人）  ４月（当初）　　　　　　 ３月（最終）　　　　　　

Ｈ25 832人（実績）　　　　　　 939人（実績）　　　　　　

Ｈ26 855人（実績　対前年 +23） 964人（見込　対前年 +25）

■平成26年10月からの相談支援事業所指定に伴う委託料を増額
■相談支援事業：通所支援事業利用にあたり、相談支援専門員が児童ごとに利用計画案を作成する。

1,500 万円

4,400 万円

1,400 万円

700万円

4,400 万円

400万円
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委員会報告

各
委
員
会
報
告

主
な
質
疑
と内

容

▲湯之尾地区観測箇所 

▲テントの位置に建設予定 

で
が
準
備
期
間
と
な
る
。

　
　

備
品
購
入
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
。

　
　

農
地
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

運
用
サ
ー
バ
ー
機
器
と
台
帳

シ
ス
テ
ム
の
一
括
導
入
に
よ

り
、
農
家
台
帳
と
地
図
シ
ス

テ
ム
が
相
互
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
　

道
路
舗
装
の
場
所
は
。

ＱＡＱ

　
　

業
務
委
託
の
内
容
は
。

　
　

研
修
委
託
で
あ
る
。
地
方

公
務
員
法
が
変
わ
り
、
平
成

28
年
度
か
ら
人
事
評
価
が
義

務
つ
け
ら
れ
た
。
27
年
度
ま

ＱＡ

　
　

地
盤
沈
下
地
区
に
ハ
ー
ト

型
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
こ
に
５
件
ほ
ど
民
家
が
あ

り
、
こ
の
民
家
に
通
じ
る
道

路
で
あ
る
。
延
長
50
ｍ
・
幅

員
３
ｍ
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
す
る
計
画
。

Ａ
　
　

場
所
と
規
模
は
。

　
　

足
湯
の
隣
に
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
愛
好
者
等
の
休
憩
所
と

し
て
考
え
て
い
る
。
規
模

は
、
テ
ン
ト
２
張
り
よ
り
小

さ
め
に
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡ

　
　

委
託
の
部
分
・
委
託
期
限

は
。

　
　

栄
ノ
口
市
有
林
の
全
体
面

積
は
9.4 

ha
。
こ
の
う
ち
７

ha
を
委
託
。
委
託
期
限
は
、

国
の
森
林
計
画
に
合
わ
せ
た

５
年
間
で
あ
る
。

　
　

利
便
性
が
増
し
て
、
利
用

者
が
増
え
た
と
い
う
が
、
具

ＱＡＱ

体
的
な
数
字
と
理
由
は
。

　
　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
対

前
年
比
１
１
３
４
人
増
。
計

３
０
２
６
人
の
利
用
で
あ
る
。

利
用
者
が
増
え
た
理
由
は
、

自
宅
近
く
の
公
道
で
の
乗
り

降
り
を
可
と
し
た
。
運
行
回

数
を
、
週
３
回
か
ら
６
回
に

増
便
し
た
結
果
だ
と
考
え
て

い
る
。

Ａ

（後列左から）鶴田公紀・前田和文
　　　　　　　沖田義一・左近充諭
　　　　　　　今村謙作 
（前列左から）岩元克頼　○森山良和
　　　　　　　◎久保教仁・丸田和時

（◎は委員長　○は副委員長）

■所管■
総務課、企画政策課、財政課、地域
総務課、税務課、会計課、選挙管理
委員会、監査委員、公平委員会、農
政課、林務課、伊佐ＰＲ課、建設課、
農業委員会、水道課の所管に属する
事項、他の委員会に属さない事項

総
務
課

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

企
画
政
策
課

林
務
課

地
域
総
務
課

農
業
委
員
会

総
務
産
業
委
員
会

人
事
評
価
制
度
策
定

支
援
業
務
委
託

�

55
万
円

ひ
し
か
り
交
流
館
に

東
屋
建
設
設
計
委
託

�

30
万
円

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業
補
助
金

２
１
３
万
円

人
工
造
林
の
市
負
担
金

�

３
９
８
万
円

湯
之
尾
地
盤
沈
下
地

区
・
道
路
舗
装30

万
円

農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム

導
入
費
等

�

６
７
４
万
円

▲ＲＶパーク新設予定場所

お
詫
び
と
訂
正

「
議
会
だ
よ
り
第
24
号
」
４

頁
に
掲
載
し
た
委
員
会
報
告

で
、
伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
、
曽
木
の

滝
公
園
内
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
新
設

場
所
の
写
真
を
、
誤
っ
て

「
旧
か
っ
ぱ
亭
」
を
掲
載
し

て
い
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
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委員会報告

　
　

修
理
の
内
容
は
。

　
　

大
口
小
の
体
育
館
の
火
災

報
知
器
と
菱
刈
中
学
校
の
屋

外
の
時
計
を
修
理
す
る
。

　
　

３
中
学
校
の
閉
校
記
念
式

典
と
増
額
の
理
由
。

　
　

「
閉
校
記
念
式
典
は
３

月
15
日
が
大
口
中
学
校
、
３

月
21
日
が
南
中
学
校
、
３
月

22
日
が
山
野
中
学
校
で
あ
る
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
正
面
の
と
こ
ろ
に
「
永
い

歴
史
に
幕
」
と
い
う
横
断
幕

等
の
経
費
で
あ
る
。

　
　

増
額
の
理
由
は
。

　
　

当
初
で
は
伊
佐
の
学
校
教

ＱＡＱＡＱＡ

育
と
い
う
活
動
報
告
誌
を
年

１
回
発
行
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
等
の
結
果
の
公
表
を
す
る

こ
と
に
な
り
増
額
し
た
。

　
　

増
額
の
理
由
は
。

　
　

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
日
本

選
手
権
大
会
、
弓
道
の
全
国

大
会
、
少
年
ラ
グ
ビ
ー
選
手

の
派
遣
、
空
手
の
選
手
権
出

場
、
カ
ヌ
ー
の
ス
プ
リ
ン
ト

大
会
等
で
あ
る
。

　
　

増
額
の
理
由
は
。

　
　

27
年
開
校
す
る
大
口
中
央

中
は
、
ク
ラ
ス
の
人
数
が
増

え
る
の
で
、
容
量
が
大
き
く

な
り
食
缶
を
購
入
す
る
。

ＱＡＱＡ

　
　

増
額
の
理
由
と
、
人
権
に

つ
い
て
の
伊
佐
市
民
意
識
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
選
任
方
法

と
内
容
は
。

　
　

協
力
さ
れ
た
方
に
お
礼
の

は
が
き
を
出
す
。
全
市
民
の

20
歳
以
上
の
方
々
か
ら
無
作

為
の
抽
出
で
あ
る
。
内
容

は
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い

る
差
別
の
全
項
目
に
対
し
て

の
調
査
で
あ
る
。

　
　

増
額
の
理
由
。

　
　

特
に
伸
び
た
と
い
う
の
が

就
労
継
続
支
援
。
Ｂ
型
事
業

の
一
般
就
労
の
企
業
等
に
就

労
で
き
な
い
方
が
就
労
訓
練

を
兼
ね
る
事
業
が
増
え
た
こ

と
と
、
共
同
生
活
援
助
と
い

う
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ＱＡＱＡ

へ
の
入
所
が
増
え
た
。

　
　

増
額
の
理
由
は
。

　
　

基
準
日
が
４
月
１
日
の
入

所
時
及
び
10
月
１
日
の
入
所

時
で
事
業
の
費
用
が
決
ま

る
。
今
回
10
月
１
日
付
け
で

子
ど
も
の
数
が
確
定
し
た
の

で
増
額
し
た
。

　
　

高
熊
荘
は
牛
尾
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
委
託
を
受
け

て
い
る
。
修
繕
料
等
の
負
担

は
。

　
　

管
理
だ
け
を
業
務
委
託
し

て
お
り
、
施
設
の
修
理
等
は

市
で
行
う
。

ＱＡＱＡ

　
　

伊
佐
市
内
の
聴
覚
障
が
い

者
数
は
。

　
　

聴
覚
障
害
の
手
帳
所
持
者

は
約
２
８
５
人
、
内
２
級
以

上
の
方
が
92
人
で
、
実
際
手

話
を
使
っ
て
い
る
方
が
20
人

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
　

市
の
講
演
会
等
で
は
今
後

手
話
通
訳
者
が
通
訳
す
る
こ

と
に
な
る
か
。

　
　

市
の
講
演
会
等
で
聴
覚
障

が
い
者
が
参
加
さ
れ
る
よ
う

な
場
合
は
手
話
通
訳
者
の
派

遣
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

「
陳
情
第
６
号
手
話
言
語
法
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
」
は
全
会
一
致

で
採
択
。
ま
た
、
当
委
員
会
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
も

決
し
た
。

・
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
に
記
載

ＱＡＱＡ

（
上
段
右
か
ら
）
緒
方
重
則

　
　
　
　
　
　
　

柿
木
原
榮
一

　
　
　
　
　
　
　

中
村
周
二

　
　
　
　
　
　
　

畑
中
香
子

　
　
　
　
　
　
　

諏
訪
信
一

（
下
段
右
か
ら
）
福
本
千
枝
子

　
　
　
　
　
　
　

◎
山
下
和
義

　
　
　
　
　
　
　

○
森
田
幸
一

　
　
　
　
　
　
　

市
来
弘
行

（
◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長
）

■所管■
教育委員会、市
民課、環境政策
課、福祉課、こ
ども課、健康長
寿課の所管に属
する事項

福
祉
課

文
教
厚
生
委
員
会

教
育
委
員
会
　
総
務
課

学
校
教
育
課

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

市
民
課

こ
ど
も
課

健
康
長
寿
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
管
理
費
需
用
費

１
９
０
万
円

中
学
校
再
編
成
費
需

用
費�
77
万
３
千
円

ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

補
助
金�

33
万
円

通
信
運
搬
費

２
万
３
千
円

保
育
所
措
置
費

４
４
０
０
万
円

障
が
い
者
自
立
支
援
等

４
４
５
１
万
３
千
円

備
品
購
入
費

44
万
３
千
円

教
育
振
興
費
の
印
刷

製
本
費�

10
万
円

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
費16万

９
千
円

「
陳
情
第
６
号　

手

話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書
」
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審
　
査
　
内
　
容

　

決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
25
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
と
も
に
歳
入
歳
出
決
算
書
、

主
要
な
施
策
の
成
果
説
明
書
に

基
づ
き
、
５
日
間
に
わ
た
り
各

課
ご
と
に
説
明
を
求
め
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
決
算
の
審
査
結

果
は
第
４
回
定
例
会
で
報
告
さ

れ
全
て
の
決
算
案
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

現
地
調
査
対
象
箇
所

○
建
設
課

・
里
町
轟
公
園
線
道
路
改
良

○
こ
ど
も
課

・
十
曽
こ
ど
も
の
森

○
伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

・
中
央
公
園
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー

ト
・
忠
元
公
園
駐
車
場

・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
公
園

・
曽
木
の
滝
遊
歩
道

○
企
画
政
策
課

・
重
留
地
区
多
目
的
公
園
整
備

事
業
用
地

○
福
祉
課

・
徳
辺
中
央
公
民
館

○
総
務
課

・
消
防
団
詰
所
第
３
分
団

○
教
育
委
員
会
総
務
課

・
大
口
小
学
校　

太
陽
光
、
３

号
棟
外
壁
、
防
球
ネ
ッ
ト

審
査
を
通
じ
て
の

指
摘
事
項

（
主
な
事
項
抜
粋
）

各
課
全
体

　

流
用
、
不
要
額
が
多
く
見
ら

れ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

財
政
課
関
係
課
と
協
議
し
、
対

処
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
地
方
自

治
法
第
２
２
０
条
第
２
項
の
規

定
を
遵
守
す
る
こ
と
。
主
要
な

施
策
の
成
果
説
明
書
の
作
成
に

お
い
て
は
工
夫
を
さ
れ
、
各
課

の
説
明
は
こ
の
成
果
説
明
書
を

中
心
に
し
て
ほ
し
い
。
備
品
台

帳
の
整
備
を
し
、
適
正
な
備
品

の
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

環
境
政
策
課

　

不
法
投
棄
防
止
に
努
め
ら
れ

た
い
。
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
移
転

後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
い
。

農
業
委
員
会

　

高
齢
化
と
鳥
獣
被
害
で
田
、

畑
の
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て

い
る
の
で
農
政
課
・
林
務
課
と

の
連
携
を
取
り
合
う
施
策
の
検

討
を
さ
れ
た
い
。

○平成25年度一般会計・特別会計決算状況 （単位：千円）

区　分
会　計

歳入額
（A）

歳出額
（B）

差引額
（C）

翌年度へ繰越
すべき財源（D）

実質収支
（C）－（D）＝（E）

一　般　会　計 16,181,005 15,673, 206 507,799 174,224 333,575

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 4,381,268 4,385, 373 △4,105 0 △4,105
介護保険事業 3,030,115 2,973, 484 56,631 0 56,631
介護サービス事業 27,439 19,349 8,090 0 8,090
後期高齢者医療 423,035 421,625 1,410 0 1,410
簡易水道事業 3,548 3,363 185 0 185
農業集落排水事業 191,309 190,916 393 0 393

小　　計 8,056,714 7,994, 110 62,604 0 62,604
合　　　計 24,237,719 23,667, 316 570,403 174,224 396,179

○水道事業会計決算状況 （単位：円）

区　　　分 収　　　入 支　　　出
収　益　的 355,798,314 332,343,751
資　本　的 66,970,000 304,651,289

資本的収入額が資本的支出額に不足する額237,681,289円は、減
債積立金20,000,000円と建設改良積立金10,000,000円、当年度消費
税資本的収支調整額6,901,038円及び過年度分損益勘定留保資金
200,780,251円で補てんされている。

平成25年度決算
一般会計など８会計を承認

企画政策課：重留地区多目的公園整備事業用地
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総
　
務
　
課

　

技
術
職
員
の
確
保
、
育
成
を

図
ら
れ
た
い
。

林
務
・
農
政
課

　

有
害
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、

林
務
課
・
農
政
課
・
農
業
委
員

会
で
連
携
を
と
っ
て
対
処
さ
れ

た
い
。農

　
政
　
課

　

国
の
農
業
政
策
の
活
用
と
周

知
を
図
ら
れ
た
い
。

企
画
政
策
課

　

事
業
計
画
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
算

計
上
を
し
て
対
処
さ
れ
た
い

（
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
納
墨

絵
実
行
委
員
会
補
助
金
）。

税
　
務
　
課

　

徴
収
率
の
改
善
を
図
ら
れ
た

い
。建

　
設
　
課

　

住
宅
資
金
の
回
収
で
、
関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
、
回
収
に

一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

　

観
光
地
の
集
客
力
の
向
上
を

図
ら
れ
た
い
。

こ
ど
も
課

　

保
育
料
の
回
収
に
つ
い
て
努

力
さ
れ
た
い
。

教
育
委
員
会
総
務
課

　

奨
学
金
の
回
収
を
努
力
さ
れ

た
い
。学

校
教
育
課

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

一
層
の
充
実
を
図
り
、
い
じ

め
・
不
登
校
の
対
策
に
努
め
ら

れ
た
い
。

社
会
教
育
課

　

郷
土
芸
能
の
継
承
育
成
に
つ

い
て
は
指
導
者
育
成
や
存
続
に

努
力
さ
れ
た
い
。
埋
蔵
文
化
財

の
定
期
的
な
調
査
、
保
存
に
努

め
ら
れ
た
い
。

○主要な財政指標 （単位：千円　％）

区　　　　　分 平成25年度 平成24年度 類似団体
財政力指数

（３ケ年平均）※１ 0.35 0.34 0. 42

標準財政規模 9,892,621 9,756, 247 10,578, 466
基準財政収入額 2,765,996 2,730, 769 3,267, 071
基準財政需要額 7,831,417 7,789, 111 8,115, 967

経常一般財源収入額 9,400,184 9,183, 916 9,983, 098

実質収支比率　※２ 3.4 4.4 5. 5
経常収支比率　※３ 84.6 87.1 89. 6

実質公債費比率　※４ 12.1 13.1 12. 8

地方税
徴収率

現年課税分 98.3 98.0 －
滞納繰越分 16.2 12.4 －

合　計 91.4 90.8 －
地方債残高

（特定資金を除く） 13,239,446 13,585, 418 567,848

債務負担行為額 1,159,430 1,454, 630 51,502

○健全化判断比率 （単位：％）

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　率

将来負担
比　率

－
（13.35）

－
（18.35）

12.1
（25.0）

－
（350.0）

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費
　比率又は将来負担比率が算定されない場合は、｢－｣ と記載。
※カッコ内は、本市の早期健全化基準値である。

※１【財政力指数】

基準財政収入額を基準財政需要額で除して
得た値の３年間の平均値。高いほど財源に
余裕があるとされる。（１以上であれば財
政力が極めて強い）

※２【実質収支比率】

標準財政規模に対する実質収支額の割合。
概ね３％～５％が望ましいとされる。

※３【経常収支比率】

経常的な経費に経常的な一般財源をどれだ
け充当したかを示す。70％～ 80％が標準
とされる。

※４【実質公債費比率】

市税・普通交付税のように使途が特定され
ておらず、毎年度経常的に収入される財源
のうち、公債費や公営企業債に対する繰出
金など公債費に準ずるものを含めた公債費
相当額に充てられた額の占める割合の３ヵ
年平均値。18％未満が望ましい。

委
員
長

　
　

沖
田　

義
一

副
委
員
長

　
　

畑
中　

香
子

委
員

　
　

柿
木
原 

榮
一

　
　

森
田　

幸
一

　
　

森
山　

良
和

　
　

鶴
田　

公
紀

　
　

諏
訪　

信
一

　
　

今
村　

謙
作

一般会計決算審査特別委員会委員 

総務課：消防詰所第3分団 
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総　括　質　疑
発　言　者 質　疑　事　項

今村謙作議員 １　議案第70号　平成26年度　伊佐市一般会計補正予算（第５号）について

柿木原榮一議員

１　議案第75号　伊佐市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援策に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め
る条例の制定について

２　議案第80号　伊佐市過疎地域自立促進計画の一部変更について

議決結果一覧表
議案番号 件　　　　名 議決結果

58 平成25年度伊佐市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定

59 平成25年度伊佐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

60 平成25年度伊佐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

61 平成25年度伊佐市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

62 平成25年度伊佐市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

63 平成25年度伊佐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

64 平成25年度伊佐市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

65 平成25年度伊佐市水道事業会計決算認定について 認　　定

68 鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合
の共同処理する事務の変更並びに同組合規約の変更について 原案可決

69 専決処分の承認を求めることについて 承　　認

70 平成26年度伊佐市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

71 平成26年度伊佐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

72 平成26年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

73 平成26年度伊佐市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

74 平成26年度伊佐市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

75
伊佐市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制
定について

原案可決

76 伊佐市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

77 伊佐市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

78 伊佐市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

79 伊佐市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

80 伊佐市過疎地域自立促進計画の一部変更について 原案可決

81 教育委員会委員の任命について 同　　意
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臨　　時　　会
平成26年11月12日に平成26年第２回臨時会を開き、議案２件が原案のとおり
可決されました。

議案番号 件　　　　名 議決結果

66 平成26年度伊佐市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

67 伊佐市鹿児島県立大口高等学校活性化基金条例の制定について 原案可決

発　言　者 質　疑　事　項

山下和義議員 １　議案第67号　伊佐市鹿児島県立大口高等学校活性化基金条例の制定について
２　議案第66号　平成26年度伊佐市一般会計補正予算（第３号）について

柿木原榮一議員 １　議案第67号　伊佐市鹿児島県立大口高等学校活性化基金条例の制定について

岩元克頼議員 １　議案第66号　平成26年度一般会計補正予算及び議案第67号伊佐市鹿児島県立
大口高等学校活性化基金条例の制定について

平成27年１月23日に平成27年第１回臨時会を開き、議案１件が原案のとおり
可決されました。

議案番号 件　　　　名 議決結果

１ 平成26年度伊佐市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

発　言　者 質　疑　事　項

前田和文議員 平成26年度伊佐市一般会計補正予算（第７号）について

議案番号 件　　　　名 議決結果

82 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意

83 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意

84 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意

85 監査委員の選任について 同　　意

86 平成26年度伊佐市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

87 平成26年度伊佐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

88 平成26年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

89 平成26年度伊佐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

90 平成26年度伊佐市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

91 平成26年度伊佐市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

92 伊佐市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例及び伊佐市特別職の職
員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

93 伊佐市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

陳　情　６ 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める陳情書 採　　択

意見書　８ 「手話言語法」制定を求める意見書 原案可決



伊佐市議会だより　2015（平成27年）第25号 12

「手話言語法」制定を求める意見書

　手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自
の語彙や文法体系をもつ言語である。手話を使うろう者にとって、聞こえる人た
ちの音声言語と同様に、大切な情報獲得とコミュニケーションの手段として大切
に守られてきた。
　しかしながら、ろう学校では手話は禁止され、社会では手話を使うことで差別
されてきた長い歴史があった。
　2006（平成18）年12月に採択された国連の障害者権利条約には、「手話は言
語」であることが明記されている。障害者権利条約の批准に向けて日本政府は国
内法の整備を進め、2011（平成23）年８月に成立した「改正障害者基本法」で
は「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のため
の手段についての選択の機会が確保される」と定められた。また同法第22条で
は国・地方公共団体に対して情報保障施策を義務づけており、手話が音声言語と
対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を身につけ、
手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究することの
できる環境整備に向けた法整備を国として実現することが必要であると考える。

よって本市議会は、政府と国会が下記事項を講ずるよう強く求めるものである。

記

手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが
手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、
研究することのできる環境整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定する
こと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　平成26年12月19日
鹿児島県伊佐市議会議長　丸田　和時　　　

（提出先）
衆議院議長　　様
参議院議長　　様
内閣総理大臣　様
文部科学大臣　様
厚生労働大臣　様



市
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
　
一
般
質
問
12
人
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市
長
／
水
田
の
転
作
を
進
め
て
い
く

米
依
存
型
農
業
か
ら
　

脱
却
を久　

保　

�

教　

仁　
議
員

福祉タクシーと青少
年健全育成について

福　本　千枝子　議員
市長／見直す

　
　
　

本
年
度
予
算
は
４
，

０
０
０
万
円
計
上
し
て

い
る
が
、
利
用
状
況
は
。
ま
た
、

市
街
地
と
遠
方
の
方
々
の
利
用

は
。
現
在
は
通
院
と
買
い
物
に

限
定
さ
れ
る
が
、
利
用
の
拡
大

問

は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

25
年
度
は
44
．
５
％
、

今
年
（
11
月
末
）
は
38
．

９
％
で
あ
る
。
遠
方
の
方
々
の

利
用
が
低
い
。
１
回
３
枚
の
利

用
で
は
料
金
が
不
足
す
る
こ
と

が
要
因
と
考
え
る
。
タ
ク
シ
ー

会
社
と
協
議
し
、
拡
大
し
て
い

く
。

　
　
　

今
年
の
青
少
年
健
全
育

成
大
会
も
児
童
生
徒
の

参
加
が
非
常
に
少
な
い
。
長
年

続
け
ら
れ
て
い
る
大
会
で
あ
る

が
見
直
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

参
加
者
３
５
０
人
の
う

ち
、
児
童
生
徒
は
90
人

で
あ
っ
た
。
大
会
の
対
象
が
不

明
確
で
焦
点
が
は
っ
き
り
し
な

い
。
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し

た
大
会
に
見
直
す
。

も
み
じ
祭
り
の
経
済
効
果
に
つ

い
て

　
　
　

今
年
の
も
み
じ
祭
り
の

観
光
客
数
と
経
済
効
果

答問答問

は
上
が
っ
た
の
か
。
地
元
へ
の

経
済
効
果
と
し
て
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
離
発
着
す
る
下
殿
の
河
川

敷
で
地
元
の
米
、
野
菜
等
の
販

売
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

10
万
人
と
推
測
す
る
。

曽
木
ノ
滝
公
園
の
店
、

露
天
商
の
方
々
、
市
内
の
ス
ー

パ
ー
等
の
駐
車
場
も
満
杯
で
あ

り
、
か
な
り
の
経
済
効
果
が

あ
っ
た
。
農
産
物
等
の
販
売
は

問
題
な
い
と
考
え
る
。
地
元
と

協
議
す
る
。

　
　
　

問
題
は
駐
車
場
確
保
で

あ
る
。
来
年
は
ど
う
す

る
か
。

　
　
　

片
側
駐
車
、
下
ノ
木
場

公
民
館
前
の
広
場
、
鶴

田
ダ
ム
へ
向
か
う
芝
生
広
場
等

を
検
討
す
る
。
地
元
の
方
々
が

有
料
駐
車
場
と
し
て
、
開
放
さ

れ
る
の
が
理
想
と
考
え
る
。

答問答

　
　
　

米
価
が
下
が
っ
た
。
農

家
は
大
変
だ
。
人
口
減

少
・
米
食
離
れ
・
続
く
米
余
り
。

今
後
、
米
価
が
上
向
く
と
は
考

え
に
く
い
。
こ
う
し
た
中
で
、

市
は
水
田
を
畑
地
化
す
る
「
水

田
高
度
利
用
化
対
策
事
業
」
を

今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
事
業
の
活
用
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

個
人
６
人
、
１
法
人
で

面
積
は
4.6
ha
。
金
額
は

４
０
０
万
円
ほ
ど
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
　
　

こ
の
事
業
、
28
年
度
ま

で
上
限
50
万
円
、
75
％

助
成
で
各
年
５
０
０
万
円
の
補

助
事
業
だ
。
限
ら
れ
た
予
算
・

期
限
の
中
で
、
効
率
的
に
進
め

る
に
は
団
地
化
の
取
り
組
み
へ

手
厚
い
助
成
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
。

問答問

　
　
　

団
地
化
で
き
れ
ば
、
一

番
の
理
想
だ
。
た
だ
、

今
年
の
個
人
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
た
例
を
示
し
な
が
ら
、

個
人
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
な

い
。
ま
た
、
個
人
が
寄
り
合
っ

て
団
地
化
さ
れ
、
弾
丸
排
水
・

開
渠
排
水
が
で
き
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
今
後
、
補
助
の
対
象
と

し
て
考
え
て
い
く
こ
と
は
必
要

だ
と
思
う
。

答

そ
の
他
の
質
問

○
水
田
フ
ル
活
用
事
業
の
概
要

は
。

○
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

（
ナ
ラ
シ
）
の
加
入
状
況

は
。

○
農
地
・
水
環
境
保
全
向
上
活

動
支
援
事
業
、
こ
の
ま
ま
で

良
い
の
か
。

大豆・麦（二毛作）
収入シミュレーション（10ａ）

大豆
（基幹作物）

麦
（裏作）

品　

代

単　収（㎏）� ① 150� 203�

単　価（円 /㎏）� ② 133� 50�

　　　　品代　合計� ③ 19,950� 10,150�

交　
　

付　
　

金

水田活用の直接支払交付金

　　　戦略作物助成� ④ 35,000�

　　　二毛作助成� ⑤ 15,000�

産地交付金

　　　基幹作物� ⑥ 25,000�

　　　団地加算� ⑦ 20,000�

畑作物の直接支払交付金

　　　単価� ⑧ 194� 105�

　　　交付金� ⑨＝①×⑧ 29,100� 21,315�

　　　　交付金　合計� ⑩ 109,294� 36,420�

合　　　計� ⑪＝③ +⑩ 129,244� 46,570�

※単収については、県の基準単収で算出

この資料は、伊佐市農業再生協議会とＪＡ

北さつまの共同作成による。
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元
気
こ
こ
ろ
館
に
街
灯

の
設
置
は

諏　

訪　

信　

一　
議
員

どうする！
少数世帯自治会

緒　方　重　則　議員
市長／自分の安全は自分で守る

市
長
／
設
置
は
考
え
て
い
な
い

　
　
　

少
数
の
世
帯
数
と
な
っ

た
自
治
会
で
は
、
日
常

の
生
活
に
も
不
安
を
感
じ
る
市

民
が
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
地

域
や
限
界
集
落
な
ど
の
そ
の
不

安
を
解
消
し
て
い
く
た
め
に
、

市
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

問

　
　
　

日
常
の
お
隣
近
所
の
お

付
き
合
い
の
よ
う
な
状

態
は
持
続
し
て
い
く
も
の
と
思

う
。
た
だ
、
奉
仕
作
業
と
か
労

力
の
必
要
な
も
の
に
関
し
て
は
、

な
か
な
か
行
き
届
か
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
福

祉
の
面
に
関
し
て
は
、
民
生
委

員
の
方
々
が
複
数
の
自
治
会
を

自
分
の
持
ち
範
囲
に
し
て
巡
回

し
て
頂
い
て
お
り
、
各
自
治
会

長
の
日
々
の
気
配
り
も
あ
る
の

で
隣
近
所
の
協
働
組
織
と
し
て

は
、
機
能
し
て
い
く
と
考
え
る
。

　
　
　

自
助
・
共
助
・
公
助
の

視
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が

考
え
る
べ
き
こ
と
は
何
か
。

　
　
　

自
分
の
安
全
は
自
分
で

守
る
と
い
う
事
。
そ
の

こ
と
が
基
本
と
考
え
る
。
ど
こ

ま
で
自
分
が
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
か
、
ま
た
で
き
る
か
を
判

断
し
て
、
無
理
な
こ
と
は
お
隣

に
お
手
伝
い
頂
く
か
、
そ
れ
で

も
無
理
な
場
合
は
行
政
・
民
生

委
員
の
方
々
等
に
相
談
し
て
頂

く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

答問答

市
水
道
水
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
　
　

市
水
道
水
の
供
給
源
の

ひ
と
つ
で
あ
る
山
野
水

源
地
の
水
は
、
豊
富
な
水
量
と

良
質
な
水
質
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
市
水
道
水
の
利

活
用
と
し
て
、
有
償
・
無
償
で

市
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
販
売
す
る
と

か
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

平
成
24
年
度
よ
り
事
業

開
始
し
た
山
野
水
源
地

整
備
事
業
は
、
平
成
27
年
度
で

完
了
予
定
で
あ
る
。
取
水
可
能

量
は
日
量
３
，
０
０
０
㎥
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
が
現
在
は
、

日
量
１
，
０
０
０
㎥
で
全
量
取

水
で
は
な
く
、
井
立
田
川
に
放

流
し
て
い
る
。
完
成
時
に
は
、

取
水
ポ
ン
プ
が
稼
働
し
て
、
放

流
水
は
無
く
な
る
。
販
売
用
と

し
て
は
非
常
に
リ
ス
ク
が
高
く
、

今
の
と
こ
ろ
取
り
組
む
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問答

　
　
　

元
気
こ
こ
ろ
館
は
高
齢

者
の
方
々
が
、
色
々
な

所
に
行
く
バ
ス
の
発
着
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
敷
地
内

に
街
灯
は
な
く
駐
車
場
は
真
っ

暗
だ
。
街
灯
の
設
置
は
で
き
な

い
の
か
。
安
心
安
全
と
い
う
こ

と
を
考
え
た
と
き
は
、
早
め
の

対
応
が
必
要
で
は
。

　
　
　

他
の
駐
車
場
で
の
実
損

事
故
が
多
発
し
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
危
険
な
状
況

と
い
う
こ
と
等
も
予
見
さ
れ
た

た
め
に
撤
去
を
し
た
こ
と
が
他

の
駐
車
場
で
は
あ
る
。
ど
う
い

う
目
的
の
駐
車
場
で
あ
る
か
、

公
の
駐
車
場
の
一
定
の
考
え
方

を
元
に
し
て
い
る
の
で
、
元
気

こ
こ
ろ
館
だ
け
に
設
置
す
る
に

は
少
し
議
論
が
必
要
。
今
の
と

こ
ろ
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

元
気
こ
こ
ろ
館
の
周
辺

に
は
ト
イ
レ
は
あ
る
が
、

問答問

横
断
歩
道
や
距
離
が
あ
り
利
用

者
に
と
っ
て
は
不
便
で
あ
り
、

敷
地
内
に
ト
イ
レ
の
設
置
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　

ト
イ
レ
の
数
が
少
な
い

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

な
い
と
思
う
。
野
外
ト
イ
レ
の

設
置
は
、
考
え
て
い
な
い
。

答

ジ
ビ
エ
料
理
の
活
用

　
　
　

厚
生
労
働
省
の
専
門
家

検
討
会
は
、
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
の
肉
を

食
材
に
す
る
、
ジ
ビ
エ
料
理
に

つ
い
て
安
全
に
食
べ
る
た
め
の

指
針
を
ま
と
め
た
。
現
在
、
市

内
３
ヶ
所
で
販
売
さ
れ
て
い
る

が
、
ジ
ビ
エ
料
理
を
伊
佐
市
の

特
産
品
と
す
る
取
り
組
み
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　

地
元
の
精
肉
店
、
飲
食

店
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
等
、

商
工
会
を
中
心
に
行
政
も
音
頭

を
と
っ
て
き
た
が
、
人
数
に
応

じ
て
臨
機
応
変
に
対
応
が
で
き

な
い
の
で
ほ
か
の
食
肉
に
な
っ

て
い
る
。

問答

大口元気こころ館

山野水源地
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市長／何が最善か検討して行く

市�

長
／
跡
地
検
討
会
の
議
論
を
行
っ
て
い
る

支援策の内容拡充を

市　来　弘　行　議員

中
学
校
跡
地
に
企
業
誘

致
を

左
近
充　
　

諭　
議
員

　
　
　

大
口
高
校
に
対
す
る
進

学
奨
励
金
交
付
事
業
の

区
分
、
そ
し
て
内
容
に
つ
い
て
、

強
く
要
望
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。

Ｂ
ク
ラ
ス
の
厚
み
を
増
す
戦
略

が
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。
つ

ま
り
、
超
難
関
な
大
学
に
は
届

か
な
い
も
の
の
国
公
立
大
学
に

合
格
で
き
る
人
、
及
び
そ
れ
と

問

同
じ
レ
ベ
ル
の
私
立
大
学
合
格

者
を
増
や
す
こ
と
に
力
を
注
ぐ

べ
き
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。
Ａ

ク
ラ
ス
の
１
０
０
万
円
は
こ
の

ま
ま
で
い
い
と
し
て
、
Ｂ
ク
ラ

ス
の
金
額
を
50
万
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
検
討
し
て
み
て
は

ど
う
か
。
伊
佐
市
か
ら
の
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
対
象
と
な
る
人
達
に
伝
わ

る
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　
　
　

学
校
側
と
話
し
合
い
な

が
ら
、
何
が
最
善
か
と

い
う
こ
と
を
協
議
し
な
が
ら

や
っ
て
行
く
。
今
後
の
一
つ
の

参
考
に
は
な
る
と
考
え
て
い
る
。

答

　
　
　

教
育
支
援
策
の
も
う
一

つ
の
柱
と
し
て
、
有
名

予
備
校
と
の
連
携
に
よ
る
特
別

講
義
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
計
画
で
は
、
月
１
回

の
実
施
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ

と
１
回
増
や
し
て
月
２
回
で
の

対
応
と
い
う
も
の
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
夏
休
み
等

を
利
用
し
て
の
企
画
は
ど
う
進

め
る
の
か
。

　
　
　

北
九
州
予
備
校
の
講
師

に
来
て
も
ら
い
、
や
っ

て
行
く
と
い
う
の
は
、
非
常
に

珍
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
中
学

校
の
先
生
方
に
も
、
ひ
と
つ
の

研
修
の
場
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
い
い
か
な
、
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
夏
休
み
な
ど

の
特
別
授
業
の
実
施
、
今
は
月

１
回
と
な
っ
て
い
る
講
義
回
数

の
増
加
等
に
つ
い
て
も
、
大
口

高
校
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

問答

　
　
　

本
城
中
跡
地
に
は
、
㈱

ス
カ
ラ
ー
九
州
工
場
、

菱
刈
中
跡
地
に
は
市
役
所
菱
刈

庁
舎
、
西
太
良
中
跡
地
に
は
㈱

財
宝
が
、
営
業
を
し
て
い
る
。

４
月
よ
り
山
野
中
と
、
大
口
南

中
跡
地
に
企
業
誘
致
の
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　

現
在
庁
内
に
お
い
て
、

跡
地
検
討
会
の
議
論
を

行
っ
て
い
る
。
１
月
の
市
報
等

で
ア
イ
デ
ア
や
ご
意
見
等
を
、

募
集
す
る
と
い
う
段
取
り
で
あ

る
。

　
　
　

日
本
フ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー

の
畜
魂
祭
に
は
、
日
本

ハ
ム
の
会
長
も
出
席
さ
れ
る
が
、

南
中
跡
地
は
ハ
ム
工
場
に
適
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

南
中
の
跡
地
に
、
工
場

あ
る
い
は
加
工
場
の
よ

う
な
話
は
ま
だ
一
切
、
具
体
的

問答問答

に
出
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
増
設
す
る
の
は
か
な
り

難
し
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
以
外

で
例
え
ば
事
務
所
と
か
、
研
修

の
場
、
等
で
可
能
性
が
な
い
か
、

模
索
し
て
い
き
た
い
。

大
口
︲
水
俣
間
ト
ン
ネ
ル
整
備

を
　
　
　

大
口
︲
水
俣
間
の
ト
ン

ネ
ル
は
国
道
４
４
７
号

え
び
の
間
の
ト
ン
ネ
ル
の
メ
ド

が
つ
い
た
ら
要
望
を
始
め
る
と

言
う
こ
と
だ
っ
た
。
４
４
７
号

の
メ
ド
が
つ
い
た
と
言
う
こ
と

だ
が
、
期
成
会
を
作
っ
て
要
望

活
動
を
、
始
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　

２
６
７
号
の
、
こ
の
区

間
は
水
俣
と
伊
佐
に

と
っ
て
は
、
非
常
に
重
要
な
道

路
だ
が
、
既
に
改
良
済
み
と
、

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
い
ろ

ん
な
方
の
ご
意
見
を
、
お
聞
き

し
な
が
ら
、
ど
の
時
点
で
期
成

会
と
い
う
の
が
良
い
の
か
等
も
、

考
え
て
い
く
。

問答

大口南中学校
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高校振興策の
取り組みは

山　下　和　義　議員
市�長／今後も実施する

下
手
の
農
地
で
契
約
団

地
、
加
工
販
売
は

中　

村　

周　

二　
議
員

市
長
／
今
す
ぐ
に
は
難
し
い

　
　
　

下
手
の
農
地
は
、
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
に
適
し
て
い
る
。

作
っ
た
も
の
は
契
約
で
全
部
売

れ
る
と
い
う
団
地
化
、
そ
う
い

う
も
の
を
目
指
し
て
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
団

地
化
で
は
な
い
が
、
以

前
は
作
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

今
は
、
若
い
農
家
が
野
菜
な
ど

を
作
り
た
い
と
の
希
望
が
あ
り
、

協
議
し
て
、
農
業
委
員
会
の
利

用
権
設
定
を
行
い
作
付
し
て
い

る
。
今
の
と
こ
ろ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
の
で
、

難
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　

規
格
外
品
で
あ
っ
て
も
、

ス
ラ
イ
ス
な
ど
の
加
工

を
し
て
製
品
化
し
て
取
り
扱
う

業
者
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
業

者
と
連
携
し
、
伊
佐
の
野
菜
を

販
売
す
る
仕
組
み
は
作
れ
な
い

の
か
。

問答問

　
　
　

大
隅
の
加
工
場
を
研
修

し
て
い
る
。
ま
た
、
信

成
物
産
と
も
話
し
合
い
を
し
て

い
る
。

答

小
さ
な
芝
居
小
屋
は
で
き
な
い
か

　
　
　

２
０
１
５
年
に
は
国
民

文
化
祭
が
あ
り
、
伊
佐

市
主
催
事
業
と
し
て
「
い
さ
演

劇
祭
」
も
開
催
さ
れ
る
。
伊
佐

市
に
は
非
常
口
と
い
う
、
素
晴

ら
し
い
劇
団
が
あ
る
が
、
菱
刈

庁
舎
の
議
場
等
空
い
て
い
る
場

所
で
芝
居
小
屋
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

議
場
は
書
庫
に
改
装
中

で
あ
る
。
ほ
か
に
ど
の

よ
う
な
施
設
が
向
い
て
い
る
の

か
は
調
査
し
て
い
な
い
。

　
　
　

調
査
し
て
、
劇
団
の
人

と
話
し
合
い
を
し
て
、

取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

演
劇
を
す
る
人
達
の
意

見
等
聞
き
な
が
ら
、
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み

た
い
。

問答問答

　
　
　

平
成
27
年
度
の
進
路
希

望
状
況
調
査
時
に
大
口

高
校
へ
の
希
望
者
が
81
人
を
超

え
な
け
れ
ば
県
は
学
級
数
を
削

減
す
る
と
い
う
。
中
学
校
と
、

大
口
高
校
・
伊
佐
農
林
高
校
と

の
連
携
を
担
う
人
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

問

　
　
　

今
後
は
中
学
校
と
高
校

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、
と
り
あ
え
ず
今
は
伊
佐

市
で
実
施
し
て
い
る
各
高
校
へ

の
支
援
策
を
責
任
を
も
っ
て
実

施
す
る
。
ま
た
、
地
域
で
つ
く

る
県
立
高
等
学
校
伊
佐
市
検
討

会
議
の
中
で
の
意
見
等
を
検
討

す
る
。

　
　
　

市
外
か
ら
大
口
高
校
や

伊
佐
農
林
高
校
で
カ

ヌ
ー
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
も
、

両
校
と
も
寮
が
な
い
。
大
口
高

校
、
伊
佐
農
林
高
校
に
通
う
た

め
の
下
宿
の
斡
旋
の
取
り
組
み

は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

伊
佐
農
林
高
校
に
は
カ

ヌ
ー
競
技
の
向
上
を
目

指
し
、
遠
方
よ
り
進
学
さ
れ
る

生
徒
が
い
る
と
聞
い
た
の
で
、

下
宿
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
希

望
を
募
っ
た
。
現
在
、
１
件
の

申
し
出
が
あ
っ
た
。
今
後
も
受

け
入
れ
家
庭
の
希
望
を
取
る
。

小
・
中
学
校
の
教
育
環
境
及
び

生
徒
の
進
路
状
況
等
に
つ
い
て

答問答

　
　
　

小
・
中
学
校
の
先
生
方

は
今
非
常
に
難
し
い
生

徒
指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
小
・
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
は
十
分
か
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
間
の
連
携

は
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
対
応
は
学
校

か
ら
の
要
請
に
応
じ
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
本
当
に
十
分
か

教
育
委
員
会
と
学
校
で
検
討
し

て
い
く
。
小
・
中
学
校
間
の
連

携
は
４
中
学
校
区
を
中
心
に
小

中
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

市
内
高
校
へ
つ
な
ぐ
た

め
中
学
校
に
カ
ヌ
ー
と

ラ
グ
ビ
ー
の
部
活
の
取
り
組
み

は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

伊
佐
市
の
特
性
を
出
し

た
部
活
動
と
い
う
こ
と

で
カ
ヌ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
等
は
有

効
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
中
学
校

は
授
業
の
充
実
と
生
徒
指
導
の

充
実
に
取
り
組
み
、
そ
の
後
同

好
会
と
か
で
子
ど
も
た
ち
の
特

性
を
伸
ば
す
こ
と
を
考
え
て
い

く
。 問答問答

下手の農地 
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大
学
進
学
奨
励
金
事
業

見
直
せ畑　

中　

香　

子　
議
員

市
長
／
見
直
す
考
え
は
な
い

ＩＣＴは
利活用されるか

森　山　良　和　議員
市長／多くの分野で重要になる

　
　
　

大
学
進
学
奨
励
金
事
業

に
つ
い
て
、
生
徒
数
が

減
っ
て
も
専
任
の
教
員
配
置
を

要
求
し
、
高
校
存
続
を
強
く
訴

え
続
け
る
の
が
本
筋
だ
。
多
様

な
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
の
進
路
を
特
定
の

大
学
進
学
へ
誘
導
し
、
進
学
先

を
偏
差
値
に
よ
り
ラ
ン
ク
づ
け

す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
禁
じ
手
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
　

批
判
の
声
は
直
接
は
届

い
て
い
な
い
。
問
題
は

な
い
と
考
え
る
。
専
任
教
員
削

減
の
危
機
的
状
況
の
た
め
、
他

に
方
法
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

日
本
は
先
進
国
の
中
で

最
も
学
費
負
担
が
高
く
、

所
得
は
減
り
、
大
学
進
学
経
費

は
上
が
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

給
付
型
の
奨
学
金
制
度
と
し
て

要
綱
を
見
直
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

問答問

そ
う
す
る
こ
と
で
市
内
高
校
へ

の
進
学
率
も
上
が
り
問
題
解
決

へ
の
道
が
開
け
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　

制
度
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
な
の
で
し
ば
ら
く
続

け
て
み
な
け
れ
ば
効
果
は
わ
か

ら
な
い
。
要
綱
を
見
直
す
考
え

は
な
い
。

鳥
獣
被
害
踏
み
込
ん
だ
対
策
を

　
　
　

米
の
不
作
や
米
価
の
暴

落
に
加
え
て
農
家
は
猪

や
鹿
の
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
。

農
家
の
方
か
ら
、
現
状
を
深
刻

に
と
ら
え
、
踏
み
込
ん
だ
対
策

を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
緊
急

対
策
と
し
て
、
市
で
雇
用
し
て

狩
猟
隊
を
編
成
し
、
一
斉
に
駆

除
す
る
対
策
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。 答問

　
　
　

猟
友
会
に
は
縄
張
り
が

あ
り
、
そ
れ
を
逸
脱
し

た
ら
事
故
が
お
こ
る
。
猟
友
会

で
十
分
対
応
し
て
い
る
た
め
、

市
で
雇
用
、
編
成
す
る
考
え
は

な
い
。

　
　
　

市
で
罠
を
購
入
し
、
市

の
職
員
が
出
か
け
て

い
っ
て
罠
を
貸
し
出
し
、
設
置

ま
で
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い

か
。

　
　
　

今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ

う
な
考
え
は
な
い
。

答問答

　
　
　

伊
佐
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活

用
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の

情
報
発
信
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
器
材
・
教
材
を

使
っ
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な

問答

ど
が
あ
る
。
現
在
、
行
政
と
し

て
最
も
有
効
的
に
使
わ
れ
て
い

る
の
は
防
災
メ
ー
ル
で
あ
る
。

緊
急
時
等
に
お
け
る
情
報
発
信

と
し
て
、
市
民
の
日
々
の
安
心

安
全
の
情
報
ツ
ー
ル
に
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

地
域
活
性
化
や
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
、

今
後
さ
ら
な
る
利
活
用
は
期
待

で
き
る
の
か
。

　
　
　

子
育
て
支
援
連
携
シ
ス

テ
ム
や
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
と
の
連
絡
、
情
報

発
信
等
も
効
率
化
で
き
る
と
思

う
。
ま
た
、
住
民
か
ら
の
申
請
、

届
け
出
の
受
け
付
け
、
あ
る
い

は
公
共
施
設
の
空
き
状
態
の
確

認
・
予
約
な
ど
が
、
自
宅
に
居

な
が
ら
で
き
る
。
同
時
に
、
複

数
の
自
治
体
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
可
能
だ
と
期
待
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
な
し
に
こ
れ

か
ら
の
行
政
の
近
代
化
は
な
い

と
考
え
る
。

番
号
制
度
導
入
に
つ
い
て

　
　
　

番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
と
は
ど
の
よ
う

問答問

な
も
の
か
。

　
　
　

保
険
料
納
付
や
給
付
な

ど
の
社
会
保
障
分
野
の

事
務
、
国
税
・
地
方
税
分
野
の

賦
課
徴
収
事
務
、
災
害
時
の
被

災
者
台
帳
作
成
分
野
の
事
務
な

ど
、
大
き
く
３
つ
の
柱
が
あ
る
。

平
成
27
年
10
月
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
国
民
全
体
に
付
番
・
通

知
さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
か
ら

利
用
が
開
始
さ
れ
る
。

　
　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
に
も
、
将
来
を
見

据
え
た
制
度
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
。

　
　
　

住
民
票
や
、
各
種
証
明

書
類
、
印
鑑
登
録
証
な

ど
の
扱
い
も
変
わ
っ
て
く
る
と

思
う
が
、
個
人
の
情
報
を
も
と

に
整
理
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て

い
く
の
で
、
避
け
て
は
通
れ
な

い
。
今
ま
で
の
事
務
作
業
も
、

30
年
後
、
50
年
後
は
さ
ら
に
違

う
形
で
な
け
れ
ば
現
実
的
に
は

対
応
で
き
な
い
と
考
え
る
。
こ

の
制
度
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
、

そ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
こ
と

も
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝
情
報
通
信
技
術

答問答
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私
有
地
の
国
道
登
記
の

解
決
は柿

木
原　

榮　

一　
議
員

市
長
／
27
年
２
月
ま
で
に
手
続
き
予
定

農業の所得向上対策
を示せ

森　田　幸　一　議員
市長／交付金等を受ける作物への切り替えを

　
　
　

伊
佐
市
曾
木
小
字
朝
畑

２
８
５
１
の
筆
界
未
定

地
に
、
国
道
２
６
７
号
が
線
引

き
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
ミ
ス

の
可
能
性
も
あ
る
。
急
い
で
法

務
局
に
か
け
合
い
線
引
き
を
取

消
し
、
再
度
、
現
状
に
変
更
し

た
い
と
の
考
え
だ
が
、
市
の
ミ

ス
の
可
能
性
と
今
後
の
手
順
は

ど
う
な
の
か
。

　
　
　

昭
和
53
年
に
旧
大
口
市

の
国
土
調
査
で
何
ら
か

の
解
釈
違
い
か
手
続
き
違
い
が

あ
っ
た
か
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

筆
界
未
定
地
に
未
登
記
の
国
道

を
通
す
べ
き
で
な
い
。
訂
正
は

可
能
で
あ
る
。
来
年
２
月
頃
に

は
筆
界
未
定
地
に
引
い
て
あ
る

国
道
の
ラ
イ
ン
を
全
て
取
り
消

す
手
続
き
を
終
わ
ら
せ
る
予
定

で
あ
る
。

　
　
　

林
道
で
旧
大
口
市

２
６
０
筆
、
旧
菱
刈
町

問答問

１
６
１
筆
、
市
道
で
大
口
地
区

１
４
０
筆
、
菱
刈
地
区
４
２
５

筆
の
多
く
の
未
登
記
が
あ
る
が

登
記
の
事
務
を
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

現
在
は
、
問
題
が
起
き

た
時
に
対
応
す
る
。
委

託
し
て
全
面
的
に
や
る
こ
と
は
、

考
え
て
い
な
い
。
で
き
る
範
囲

で
職
員
で
登
記
事
務
を
や
る
。

伊
佐
市
郷
土
史
に
係
る
学
芸
員

の
配
置
の
考
え
は

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
史
跡

研
究
を
し
て
い
る
方
々

か
ら
郷
土
史
へ
の
学
芸
員
の
配

置
の
要
望
書
も
出
て
い
る
と
思

う
が
、
伊
佐
市
の
将
来
を
見
て

郷
土
史
、
文
化
を
ど
の
よ
う
に

語
り
つ
ぐ
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　

郷
土
の
文
化
財
、
ま
た

歴
史
を
次
世
代
に
伝
え

答問答

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
地
域
の
方
々
や
専
門
的

な
方
々
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
、

保
存
と
維
持
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　

古
文
書
の
解
読
、
伊
佐

市
郷
土
史
研
究
の
解
析

に
専
門
的
な
方
の
雇
用
は
で
き

な
い
か
。

　
　
　

あ
る
特
定
さ
れ
る
人
事

の
採
用
は
、
こ
の
場
で

は
議
論
で
き
な
い
。

問答

　
　
　

今
年
の
稲
作
は
、
作
柄

指
数
93
、
米
の
価
格
が

２
割
減
で
あ
っ
た
。
こ
の
現
状

で
は
、
米
農
家
に
と
っ
て
は
死

活
問
題
で
あ
る
。
農
業
経
営
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

　
　
　

今
年
の
稲
作
は
、
価
格

の
下
落
・
収
量
の
減
収

問答

が
あ
り
、
農
家
に
と
っ
て
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
農
業
か
ら
離
れ
て
い

く
方
が
出
て
く
る
の
で
は
と
危

惧
し
て
い
る
。

　
　
　

主
食
米
中
心
の
農
業
か

ら
、
戦
略
作
物
助
成
金
、

産
地
交
付
金
な
ど
を
受
け
ら
れ

る
農
産
物
へ
の
切
り
替
え
を
し

て
い
く
こ
と
が
、
所
得
向
上
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
そ
の
施

策
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
飼
料
用
米
や
Ｗ

Ｃ
Ｓ
用
稲
は
、
畜
産
農
家
と
直

接
買
い
取
り
契
約
を
結
ぶ
必
要

が
あ
る
が
、
農
家
個
人
で
契
約

先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
市
で
契
約
の
受
け
手
を

探
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

米
の
価
格
が
下
が
っ
て

く
れ
ば
、
他
の
作
物
へ

の
切
り
替
え
が
必
要
で
あ
る
。

飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
契

約
に
つ
い
て
は
、
農
協
な
り
農

業
公
社
と
協
議
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
認
識
と
今
後
の
対
策
は

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
に
よ
る
打

撃
、
影
響
を
想
定
し
た

伊
佐
市
内
の
農
協
、
関
係
団
体

と
の
意
見
交
換
及
び
、
国
・
県

と
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
る
の
か
。

問答問

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
交
渉
を
見
守
る

と
い
う
段
階
で
、
不
利
に
な
ら

な
い
よ
う
申
し
上
げ
る
と
い
う

こ
と
が
精
一
杯
で
あ
る
。
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
す
る
か
は
ま

だ
結
果
が
見
え
て
い
な
い
の
で
、

私
達
に
も
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
　

伊
佐
米
、
伊
佐
牛
は
、

良
質
の
米
、
子
牛
の
生

産
で
も
全
国
に
名
前
が
上
が
っ

て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
妥
結
次
第

で
大
変
な
影
響
を
受
け
る
の
は
、

こ
の
伊
佐
の
生
産
農
家
で
あ
る
。

市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

具
体
的
に
強
力
な
独
自
な
行
動

を
と
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　

独
自
に
市
単
独
で
な
に

か
や
る
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

答問答

稲刈り体験をした子どもたち

筆界未定地に国道が



議会の内容

■分かりやすかった

■どちらともいえない

■わかりにくかった

参加のきっかけ

■市の広報

■市のホームページ

■市会議員からの案内

■その他

時間は 90 分

■長かった

■ちょうど良かった

■短かった

報告会の評価

■評価する

■どちらともいえない

■評価しない

3%

39%
58% 64% 92%

67%

33%

0%3% 5%

6%

8%

22%

伊佐市議会だより　2015（平成27年）第25号19

議会報告会へのご参加ありがとうございました

■意見交換で出された主な意見・要望など■
○中学校統合によりスクールバスが運営されるが、停留所の駐輪場防犯対策をしてほしい。
○昨今、未曾有の大災害が起こっている。集落の意見などを聞いて的確な避難場所を設置してほしい。
○国道267号大口水俣間にトンネルを設置してほしい。
○まごし館の駐車場出入り口が１か所しかない。地震や火災などの場合を考え、もう１か所作ってもら

えないか。
○大口南中学校跡地について、体育館と武道館を羽月校区の避難所として残してほしい。
○伊佐市には道の駅を作る考えはないのか。
○北薩病院の医師を確保してほしい。
○高齢者の健康のため、行政でトレーニングジムを作ったらどうか。
○中学校統合によるスクールバスの運行については柔軟な対応をしてほしい。
○鳥獣被害が深刻さを増している。一歩進んだ対策をしていただきたい。

【アンケート回収率】　
６７．９２％

○男性　３３人
○女性　　３人
○未回答　０人 計３６人

　平成26年11月19日（水）20日（木）21日（金）の３日間、６か所で議会報告会を予定しておりま
したが、残念ながら、大口ふれあいセンターでは参加者が無く、結果５か所での開催となり、参加
者は53人でした。

【年齢】
　
○３０代　　１人　　○４０代　　２人
○５０代　１０人　　○６０代　１３人
○７０代　　９人　　○８０代　　１人

山野基幹集落センター

本城校区集会施設

羽月地区公民館

まごし館

西太良地区コミュニティセンター
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編
集
後
記

　

平
成
27
年
が
幕
を
明
け
、
市
民
の
皆

様
も
新
た
な
気
持
ち
で
、
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
議
会
だ
よ

り
」
が
出
る
こ
ろ
は
、
２
月
の
な
か
ば
で

す
が
、
改
め
ま
し
て
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
も
新
た

な
体
制
が
決
定
し
、
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
末

は
、
議
会
本
来
の
役
割
、
機
能
を
果
た
す

べ
く
「
伊
佐
市
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定

し
、
議
会
の
活
性
化
、
市
民
の
福
祉
の
向

上
及
び
市
制
発
展
の
た
め
に
邁
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

も
市
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を
賜
り
、

我
々
議
員
も
そ
れ
ぞ
れ
に
勉
強
し
、
市
制

に
反
映
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
の

「
議
会
だ
よ
り
」
も
、
も
っ
と
わ
か
り
や

す
く
な
る
よ
う
に
、
委
員
一
同
、
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
伊
佐
市
が

ま
す
ま
す
発
展
し
、
暮
ら
し
や
す
い
街
に

な
る
よ
う
に
我
々
議
会
も
精
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
議
会
の
傍
聴
に
多
く
の
皆
様

の
参
加
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
す
べ
て
は
「
伊
佐
の
た
め
に
」
で
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
、
輝
か
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

議
会
広
報
等
特
別
委
員
長　

今
村　

謙
作

編
集
・
発
行
責
任
者

　
議
　
長

　
　
　
丸
　
田
　
和
　
時

　
議
会
広
報
等
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長

　
　
　
今
　
村
　
謙
　
作

　
　
副
委
員
長

　
　
　
緒
　
方
　
重
　
則

　
　
委
　
員

　
　
　
森
　
山
　
良
　
和

　
　
　
畑
　
中
　
香
　
子

　
　
　
久
　
保
　
教
　
仁

　
　
　
森
　
田
　
幸
　
一

23日（月） 本会議（招集日）
27日（金） 本会議（２日目）総括質疑

２日（月） 総務産業委員会
３日（火） 文教厚生委員会
４日（水） 文教厚生委員会
５日（木） 総務産業委員会

９日（月） 本会議（３日目）一般質問
10日（火） 本会議（４日目）一般質問
11日（水） 本会議（５日目）一般質問
19日（木） 本会議（最終日）

【伊佐市ホームページ】→【伊佐市議会】→【議会インターネット映像中継】

大口庁舎・菱刈庁舎・ふれあいセンター・まごし館でも
　議会ライブ中継 　 をご覧になれます。

議会中継を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）

○定例会は午前 10 時開会です。２月

３月平成27年
第１回定例会のお知らせ

大口小学校６年生が12月11日と12日に議会傍聴に来られました。

　12月12日、市議会見学に行か
せていただきありがとうござい
ました。６年１組全員で見学に行
かせていただいたので、いつもよ
り会場がさわがしかったと思い
ます。私は、議場でもらったプ
リントに色々なメモをさせてい
ただきました。その中で私達に

関係の深い答えがあったのを覚えています。一つ目に
「水俣越えは冬場、雪や凍結でチェーン規制になる為
にトンネルを、という声が市民の多くにあるが、早め
に要望していくべきではないか」という質問に答えた
市長の言葉の中にありました。それは、「環境問題」
というワードです。「トンネルを作ると交通量が増し
環境問題につながる」とおっしゃいました。私はそれ

を聞いて「なるほどなぁ」と思いました。市長の話を
聞いて私がもし市長になったら、絶対にその答にはた
どりつけないなぁと思いました。二つ目に、中央中学
校のことについてです。私達は、来年中学生になりま
す。そこで私は「ここはよく聞いておかないとな」と
思いました。三つ目に大口高等学校についてです。最
近、ＴＶで大口高等学校の学力の問題で有名な教育評
論家の方が話されていました。私は、その話の内容が
分かっていたので、ちょっと興味が持てました。市
長は、「大口高等学校の名前がＴＶで知らされたので、
逆に感謝したい」とおっしゃっていました。失礼だと
は思いますが、よくそこまでポジティブに考えられる
なぁと思って聞いていました。私は市議会に来て、「こ
んなに説得力があるんだなぁ」と思っていました。

新名　こゆきさん

　この前は、市議会を、見学させ
ていただき、ありがとうございま
した。ぼくは、市議会を見学して、
分かったことが二つあります。一
つ目は、市議会では、伊佐の教
育や公共しせつの建設に関する
ことを話し合っているというこ

とです。二つ目は、大人たちが、選挙に行くわけです。
ぼくは、選挙に行かないことは、よくないことだとい
うことは知っていたけど、だれに選挙しているかはし
りませんでした。三学期は、政治について学習します。
その時は、市議会を見学したことを活かしたいと思い
ます。また、ぼくは大人になったら、必ず、選挙に行
くようにしたいです。御書　玄都さん

大口小６年生の皆さんの作文は、こちらでご覧になれます。
▶▶▶【伊佐市ホームページ】→【伊佐市議会】→【市議会だより】


